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［アクセス］
● 阪急電鉄を利用の場合……宝塚線清荒神駅下車、徒歩約15分　
　　　　　　　　　　　　（タクシー利用の場合は宝塚駅下車）
● JRを利用の場合……宝塚線宝塚駅下車、タクシーで約10分
● 車を利用の場合……国道 176 号線、宝塚歌劇場前交差点を北へ
　約2㎞約380台駐車可能な清荒神清澄寺の無料駐車場あり

清荒神清澄寺と富岡鉄斎の縁は、大正時代に
遡ります。鉄斎作品に一貫して流れる高潔な
精神と豊かな芸術性に心打たれた清澄寺第
37世法主坂本光浄は、日夜修法に励む傍ら、
鉄斎作品の蒐集と研究に情熱を注ぎました。
そして、大正11年（1922）に念願の面談を果た
し、最晩年の鉄斎と親交を結びます。
本展では、鉄斎美術館開館45周年を記念し、
鉄斎から直接贈られた名品、書簡等を通して、
清荒神コレクションの礎を紹介します。

帝室技芸員は、明治23年（1890）に設置
された帝室（皇室）による美術工芸作家
の保護と制作を奨励する顕彰制度で
す。大正6年（1917）6月、鉄斎は帝室技芸
員拝命の栄誉に浴します。儒者を自任し
てきた鉄斎にとっては思いがけない出
来事で、「蝙蝠が門違ひに入来 祝ひの
客は市をなすかな」との一首を詠みまし
た。同じ帝室技芸員の竹内栖鳳、幸野楳
嶺、並河靖之、諏訪蘇山といった作家と
の親交を示す作品・資料に焦点をあて、
鉄斎と美術界の交流を探ります。

幕末から明治初めの歌人・陶芸家・尼僧として知
られる大田垣蓮月（1791～1875）。その慈悲深
く謙遜な人柄に接して大きな感化を受けたのが、
若き日の鉄斎でした。自詠の和歌を彫りつけた
手づくねの茶器などを生活の糧とする蓮月尼の
手助けをしながら、鉄斎は歌と書と土の世界に
親しみました。
本展では、蓮月が和歌を揮毫し、鉄斎が画を描
いた二人の合作を中心に、鉄斎遺愛の蓮月焼も
ご覧いただきます。
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幕末の動乱と明治維新による近代化の波は、
連綿と続く日本の祭礼や習俗に多大な影響
を及ぼしました。敬神崇仏の念に篤い鉄斎
は、衰退の一途を辿る社寺、祭礼の実情と向
き合い、独自の立場から調査研究することに
努めました。なかでも、明治中期、京都太秦の
牛祭を、鉄斎が中心となって復興したことは
広く知られています。
本展では、生まれ育った京都の祇園祭、牛祭
などを中心に、日本各地の風俗に取材した作
品を紹介します。鉄斎が心を寄せて描いた躍
動感あふれる祭礼図をお楽しみください。
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